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特集●院内感染対策

院内感染の起因菌とその発生動向 名古屋大学医学部附属病院中央感染制御部 八木 哲也

院内感染対策〜行政の立場から 飯田保健所 緒方 剛

院内感染対策の実際と医療機関間の連携 慶應義塾大学医学部感染制御センター 岩田 敏

院内感染対策におけるチェックポイント─標準予防策の徹底と環境整備
山形大学医学部附属病院准教授検査部・感染制御部 森兼 啓太

抗菌薬の適正使用 大阪大学医学部附属病院感染制御部 朝野 和典

アウトブレイク事例から学ぶ─多剤耐性アシネトバクター(MDRA)の院内感染事例
帝京大学医学部附属病院感染制御部 松永 直久

アウトブレイク事例から学ぶ─バンコマイシン耐性腸球菌の院内感染事例
神奈川県藤沢市民病院小児救急科 佐藤 厚夫

アウトブレイク事例から学ぶ─妊婦を初発とする結核の院内感染事例 沖縄県中部保健所 伊礼壬紀夫

トピックス─目で視る院内感染対策 東京慈恵会医科大学附属病院感染制御室 美島 路恵

●視点

公衆衛生の期待 がん研有明病院 門田 守人
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食物アレルギーは奇妙な疾患だと思います．食物は，

栄養となり，からだをつくり，精神や身体の活動のもととなっ

てくれるものです．その食物が一部の人に健康被害を引き

起こし，場合によっては死に至らせるのが食物アレルギーで

す．病原菌はヒトに何らかの好ましい影響を与えることはな

く，存在全体が害です．それに比べて，食物アレルギー

では，本来好ましい存在である食物がヒトに害を与えていま

す．好ましいものの存在を否定しなければならない奇妙な

状態が食物アレルギーではないかと感じています．

今回，その食物アレルギーを中心に，アレルギー疾患に

ついて，日常生活との関連の視点から特集を企画し，ご

専門の先生方にご執筆いただきました．おそらく多くの読者

の方が，アレルギーについて初めて触れる知識が多数包

含されている内容ですので，熟読していただきたいと思いま

す．私自身も結構知らなかったことがあり，参考になりまし

た．

調布市で起こった給食による食物アレルギーで女児が死

亡した痛ましい事故については，事故の検証委員会と再

発防止委員会で委員を務められた笹本先生に，事故の経

緯や防止策について詳しくご解説いただきました．おそらく

多くの市町村で給食による食物アレルギーの防止策が作成

されていると思いますが，防止策の見直しなどの際に，さら

に優れた策とするための参考にして頂ければと思います．

(西田茂樹)
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